
A

子
と
も
か
欲
し
い
か
ら
結
婚

し
た
い。
（
保
母
独
身
二
十
代）

q

子
と
も
は
欲
し
い
か
女
性
と
め
ぐ
り

あ
う
機
会
か
少
な
い。

（
公
務
員

独
身

a3

仕
事
を
持
っ
て
い
る
の

で、

子
育
て
は
大
変
だ
っ

た
が、

乳
児
期
は
姑
に
預
け、

小
学
校
入
学
ま
で
は
保
育
園

に
入
れ
働
い
た。
子
と
も
は
宝

で
す。

（
農
業

四
十
代）

（
銀
行
員

d9

再
婚
し
て
六
人
の
子
と
も
を
育
て
て
い
る。
子
ど

も
か
大
勢
い
る
と
か
え
っ
て
思
い
や
り
の
心
が
育
つ。

（
美
容
師

三
十
代）

五
十
代）

五
十
代）

三
十
代）

A]
ま
わ
り
に
同
世
代
の
独
身
者
が
多
く、

結
婚
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
い。
（
研
究
生

独
身

三
十

代）
＄

子
と
も
嫌
い
だ
っ
た
が、

自
分
の
子
と
も
が
で
き

て
か
わ
い
さ
を
知
っ
た。

（
会
社
員

四
十
代）

B
「
男
は
仕
事、

女
は
家
事
・
育
児」
と
い
う
中
で

育
っ
て
き
た。
そ
の
た
め
妻
と
意
見
が
食
い
違
っ
て

い
た
か、

子
育
て
を
と
お
し
て
自
分
の
意
識
が
変
わ

っ
て
い
っ
た。

S

妻
を
0
0
家
の
嫁
と
し
て
見
て
い
た
が、

子
と
も

を
通
し
て
家
族
間
の
意
識
が
変
っ
て
い
っ
た。

（
会
社
員

六
十
代）

d

二
人
の
子
と
も
が
同
時
に
大
学
に
入
っ
て、

教
育

費
の
負
担
が
大
き
か
っ
た。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

a]

三
人
目
で
や
っ
と
男
の
子
が
産
ま
れ
た
の
で
も
う

一
人
男
の
子
か
欲
し
い。
夫
か
商
家
で
育
っ
て
い
る

せ
い
か、

家
事
・
育
児
に
協
力
的
だ。

（
主
婦

三
十
代）

a]

三
十
歳
を
過
ぎ
て
結
婚。
高
齢
出
産
の
た
め
教
育

費
な
と
の
経
済
的
な
理
由
か
ら
子
と
も
は
一
人
で
良

い
と
思
う。

（
講
師

三
十
代）

二
十
代）

g

自
己
実
現
も
し
た
い
し、

育
児
費、

教
育
費
を
考

え
る
と
子
と
も
は
二
人
で
良
い
と
思
う。

（
公
務
員

独
身

a3

親
と
同
居
だ
っ
た
の
で、

子
育
て
に
冷
静
に
な
れ

た。

（
講
師

四
十
代）

A

三
人
の
子
と
も
達
か
そ
れ
そ
れ
に
個
性
的
で
楽
し

ん
で
子
育
て
が
で
き
た。

（
自
営
業

五
十
代）

d3

結
婚
も
出
産
も
望
ん
で
い
な
い。

（
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

独
身

三
十
代）
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茫
結婚とは？

子育てとはつ

＄は男性、 A

く編集員が

きいた 疇

戸

g

自
営
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り、

な
か
な
か
女
性
と

付
き
合
う
機
会
が
な
い
の
が
実
情。

早
く
結
婚
し
て

家
庭
を
持
ち、

子
と
も
を＿―-
人
は
欲
し
い。

（
自
営
業

独
身

二
十
代）

g

跡
継
ぎ
で
あ
る
こ
と
と
個
人
の
価
値
感
の
両
方
か

ら
子
と
も
は一＿＿
人
以
上
欲
し
い。

（
公
務
員

三
十
代）

d9

子
と
も
か
反
抗
期
の
時
期
は
大
変
だ
っ
た
が
夫
と

い
っ
し
ょ
に
解
決
し
た。
子
と
も
を
通
し
て
人
生
を

二
回
分
楽
し
ん
だ。

（
バ
ー
ト

三
十
代）

A]
三
人
目
を
出
産
し
た
時、

主
人
の
手
助
け
が
大
き

か
っ
た。
近
所
同
志
で
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
と
し
て
の

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る。

（
主
婦
＝＿
十
代）

a]

母
親
と
し
て
の
子
育
て
は
約
十
年
間。
第
三
子
入

園
と
同
時
に
子
育
て
と
平
行
し
て
自
分
が
や
り
た
か

っ
た
こ
と
を
始
め
て
い
る。

（
主
婦

三
十
代）

独
身

は女性を示しています。
亡

A]
高
齢
出
産
な
の
で、

夫
は
消
極
的
だ
っ
た
か
私
の

強
い
意
思
と
夫
の
協
力
を
得
て、

三
人
の
子
と
も
を

産
み、

育
て
て
い
る。

（
主
婦

四
十
代）

A

仕
事
に
就
い
て
か
ら
結
婚
し、

子
と
も
も
欲
し
い。

（
女
子
大
生

独
身

二
十
代）

a]

気
か
合
う
男
性
を
見
つ
け
て
出
産
も
体
験
し
た
い。

（
公
務
員

独
身
――-
＋
代）

A

子
と
も
は
多
い
ほ
と
楽
し
い
の
で
は
な
い
か
な。

（
公
務
員

独
身

二
十
代）

a]

先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
子
育
て
の
苦
労
を
の
り
越

え、

子
と
も
と
い
る
と
希
望
と
勇
気
が
わ
い
て
く
る。

（
主
婦

五
十
代）

a]

子
と
も
は一＿＿
人
欲
し
か
っ
た
か
姑
に
反
対
さ
れ、

で
き
た
が
あ
き
ら
め
た。
娘
は
三
十
歳
を
越
え
た
か

独
身
で
あ
る。
心
配
し
て
い
る。
（
主
婦

六
十
代）

（
会
社
員

四
十
代）

（
塾
経
営

四
十
代）

六
十
代）

二
十
代）

8

家
業
を
考
え
る
と
結
婚
は
必
要
だ
か
趣
味
か
生
活

に
な
っ
て
い
る。

（
大
工

独
身

三
十
代）

8

離
婚
の
経
験
か
あ
る。
現
在
の
生
活
に
満
足
し
て

い
る。

（
自
営
業

独
身

三
十
代）

＾
一
人
目
の
出
産
が
遅
い
の
で、

体
力
に
自
信
が
な

く
二
人
目
は
つ
く
ら
な
い。
子
と
も
の
独
立
後、

自

分
の
た
め
に
何
か
し
た
い。

（
主
婦

四
十
代）

g

結
婚
し
て
一
年、

共
稼
ぎ。
子
と
も
は
二
人
欲
し

い
が、

今
は
経
済
上
の
理
由
か
ら
夫
婦
二
人
だ
け
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
る。

（
会
社
員

二
十
代）

d

二
人
の
間
で
は
子
ど
も
は
作
ら
な
い
と
決
め
て
い

た
が、
ま
わ
り
か
らr
と
う
し
て
つ
く
ら
な
い
の
？」

と
聞
か
れ
た。

（
美
容
師

四
十
代）

q>

子
と
も
は
大
好
き
だ
が
十
年
間
で
き
す、

あ
き
ら

め
て
二
人
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る。

（
契
約
社
員

三
十
代）

]̂

結
婚
は
考
え
て
い
な
い。
男
性
同
様
に
仕
事
を

し
た
い。

（
医
大
生

二
十
代）

-

A]

r
子
連
れ
離
婚」
し
た
か
親
に
と
っ

て
も、

子
と
も
に
と
っ
て
も
あ
ま

り
良
い
状
態
で
は
な
い。

（
講
師

三
十
代）

]̂

仕
事
を
中
断
し
て
八
年
間

子
育
て
し
た
か
そ
の
間、

家
庭

教
師
や
論
文
翻
訳
な
ど
を
し
て
復

帰
に
備
え
た。

（
元
大
学
助
手

A]
近
所
の
子
と
も
た
ち
が
よ
く
遊

び
に
来
て
く
れ、

地
域
で
協
力
し
合

っ
て
子
育
て
か
で
き
た。

a]

子
育
て
だ
け
で
な
く、
一
人
の
人
間
と
し
て
ど
う

生
き
る
か
を
大
切
に
し
て
き
た。
そ
れ
か
子
と
も
達

の
自
立
に
も
良
い
影
響
に
な
っ
て
い
る
と
思
う。

（
自
営
業

三
十
代）

A]
研
究
職
を
続
け
た
か
っ
た
が、

自
宅
で
仕
事
を
す

る
事
に
な
っ
た。
自
分
の
心
も
安
定
し、

余
裕
を
持

っ
て
子
育
て
に
取
り
組
め
た。

a]

母
親
の
立
場
よ
り、

嫁
の
立
場
を
優
先
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
自
分
に
腹
が
た
つ、

そ
の
反
省
か
ら、

も
っ
と
子
育
て
に
か
か
わ
り
た
か
っ
た。

（
農
業

g

シ
ン
グ
ル
志
向。

（
自
営
業

独
身

独
身

三
十
代）

7 6
 








